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卒業・修了を祝って

短期大学部保育科、歯科衛生科、そして専攻科保育専攻、福祉専攻の卒業生、修了生の

皆さん、おめでとうございます。

　それぞれ目標を持って所定の課程を修了し、清々しい気持ちで今日の日を迎えられたことを

短期大学部教職員一同、心よりお祝い申し上げます。

　甚大な被害をもたらす自然災害、地球規模で広がった感染症、世界を分断しかねない戦争や

経済危機など、激動の時代に生きる私たちの周りにはさまざまな危険があり、危惧される状況

が続いています。ネット上にあふれる「情報」に一喜一憂したり、自身の生活が脅かされるよ

うな気持ちになったり、現代社会においては、多くの人が将来への不安を抱えているのかもし

れません。それでも、若い人たちには未来を切り拓くエネルギーと可能性があります。卒業生、

修了生の皆さんが、コロナ禍にあっても目標を見失うことなく勉学に取り組み、粘り強くやり

遂げたその努力と前向きな姿勢は、今後の人生の糧になると信じます。本学での学びや体験を

十分に生かし、自信を持って新たな一歩を踏み出していただきたいと思います。また、この鶴

見で共に過ごした友人、この先出会う友人らと語り合い、伝え合い、豊かな人間関係を築いて

いってください。持つべきものは「友」です。

　さて、保育科は第 60 回卒業生となります。皆さんの多くは、２年間で保育士資格、幼稚園

教諭二種免許状を取得し、４月から保育者としての一歩を踏み出します。子どもの育ちと学び

を支える保育のプロとして、子どもの最善の利益を踏まえた実践や創造的な営みを重ねてくだ

さい。歯科衛生科は第 59 回卒業生となります。皆さんは３年間に亘る講義、実習そして、学外

での臨地臨床実習を終え、歯科衛生士国家試験を受験されました。今は月末の合格発表を心待ち

にされていることでしょう。毎年高い合格率を誇る本学の歯科衛生科です。皆さんがそれぞれの

勤務地で歯科衛生士として活躍することを楽しみにしています。

　専攻科保育専攻は第 28 回修了生、専攻科福祉専攻は第 20 回修了生となります。専攻科でより

高度な保育・福祉の専門的知識と技術を身につけた皆さんは、将来、各職場や組織のリーダーと

して活躍されることでしょう。保育専攻の皆さんの多くは、この先も学士の資格を目指して学び

を継続されます。自ら決めた目標に向かってしっかりと取り組んでください。福祉専攻の皆さん

は、本学福祉専攻最後の修了生となります。介護福祉士の国家試験を受験され、月末の合格発表

を待つばかりですが、保育士資格、幼稚園教諭二種免許状に続き３つ目の国家資格を取得される

ことにより社会での活躍の場も確実に広がります。トータルなヒューマンケアを担う人材として

大いに期待しています。

　短大教育課程を修了し、社会に巣立つ皆さん。皆さんは、本学の各科で定めているディプロマ

ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、修了認定の方針）に記されている能力を身につけた人材

として認められたのです。国家資格取得者であり、専門職である皆さんの活躍の場は今後ますま

す広がると思われます。また、皆さんが、さらに経験を積み、倫理観に裏付けられた人間性と専

門性に磨きをかけていくことが多くの人の助けや支えになると信じます。学び続ける専門職であ

ってください。刻一刻と変わる社会情勢や危機や危険を内包する現代社会だからこそ、人と人と

のつながりや信頼関係が大切です。友人や同僚、家族らと対話を重ね、互いの存在をかけがえの

ないものとして慈しみ、本学の建学の精神である「感謝のこころ　育んで　いのち輝く　人とな

る」、その言葉を深く胸に刻んでください。そして、それぞれのいのちを輝かせていただきたい

と願っています。

　これからの人生が、幸せであることを祈ります。悩む時も、そうでない時も、いつでも鶴見

大学にいらしてください。教員一同、皆さんのことを心よりお待ちしています。


